
ত和 41年設立の౰社は、発๐スチロール成型加工のパ
イオニアとして実੷をੵみ重Ͷてきた。工場の全生産量
の �5ʙ 70ˋがڕശであり、建築・౔木用資材が 18ʙ
20ˋを઎めている。その΄か農産物ൖૹശ、電子部品や
家電製品の緩ি材、部品トレーなど෯広く生産している。
౰社のこれまでのาみは、水産業քとの関Θりをਂく
しながら事業を拡大してきた。この経աの中で発生した
東日本大震災は、ࡾ཮の水産業に大きなଛ֐を༩͑、ڕ
ശの需要は一࣌大෯にམちࠐΜだが、ここにきてړ業や
養৩等の水༲げֹは震災前にۙづきつつあり、౰社のړ
業関࿈製品の出ՙ量もճ復しつつある。しかし、今後は
水産資源のݮ少やফඅ者のڕ཭れもݒ೦されている。こ
うしたことから౰社では、これからઌの事業を確立する
ため、これまでとは異なる分野へ進出し、既成֓೦にと
らΘれない新製品の開発や技術の開発に力を注いでいる。
現在、今後期଴される新製品として取り組Μでいるも
のが、建築用の部材である。౰社では、ॅ୐用ૅج断೤
型࿮、防ٜ断೤材、複合パωル̎次加工品など発๐スチ
ロール建材を生産しており、ܰ量でॊೈ性に෋み、施工
性、耐久性、耐ީ性、省エωルΪー性、ॅډ性など༏れ
た໘を有しているにもかかΘらͣ、建築分野での市場઎
有率はまだ低いことから、今後の受注拡大のՄ能性は大
きいとみている。このため本補助事業を活用してインサー
ト用大型成型機を導入し、建築部材の効率的な生産体制
の構築を目指した。

インサート成型とは、発๐スチロール材料とは異なる
金ଐや耐೤थࢷ等でつくられた部品（インサート部品）
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成果
当社のインサート成型品は、住宅建
設が進む三陸沿岸部で多く採用され
ている。着工棟数は着実に増加。量
産体制が整ったことから、需要に対
して充分な対応が可能となった。

経緯
建築用途のインサート成型品
の受注拡大に向け、インサー
ト用大型成型機を導入。建築
分野に今後の可能性を見出し、
量産化体制を構築した。

実施内容
これまで使用していた中型機とは異なる機
構の大型成型機を設置。「インサート成型
品の取り出し」と「金型へのインサート部
品装着」の工程が大幅に改善され、作業の
安全性確保と生産性の向上を実現した。
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をあらか͡め金型に取り付け、この金型に発๐粒子を注
入し、一体成型する方法である。౰社では、ओにॅ୐の
をつくる際に使用するコンクリート型࿮をインサーૅج
ト成型により製造している。この型࿮にインサート金۩
を装着させることにより、コンクリートをྲྀしࠐΜだ࣌
の強度アップや金۩同士をઐ用の締݁部品を使ͬて࿈݁
することができるため、ै来よりも؆ศに型࿮製作がՄ
能となるར点がある。
本補助事業で、大型インサート成型機を導入すること
により、安全性の向上、成型ロスタイムの削ݮ、増産を
図ることがՄ能となͬた。
導入にあたり、実際のՔಇを૝定した効率的な運用を
検౼する必要があͬたため、設置にઌۦけメーカーと࢓
様等の協ٞを 3度実施した。この݁果、設置に最దなレ
イアウトを考案し、そしてै前とはҧう金型の交׵方法
に変更することとした。ै来の金型交׵はఱҪクレーン
を使用していたが、導入する大型成型機の྆ଆに金型設
置୆を設け、レールҠ動により金型を交׵できるように
したとこΖ、短ؒ࣌で交׵がՄ能となり、金型のஈ取り
も効率化が図られた。さらに、インサート成型品を取り
出しやすくするための金型の改ྑ、大型機のૢ作൫のҐ
置や設置する高さなども検౼した。
一般的な成型機では、制御൫の中にૢ作パωル（タッチ
パωル）が組みࠐまれており、このૢ作により成型機をՔ
ಇさせている。導入した成形機は大型であり、๣らにあ
る制御൫にۙづくことは危険がともなうため、成型機全
体をݟながらૢ作パωルをૢ作できるよう、制御൫とૢ
作൫を分཭させることとした。ૢ作൫にキャスターを取
り付け、制御൫と 10Nの有ઢで繋げ、このൣғ内でૢ作
൫をҠ動できるようにした。こうした対応を行い、平成
27年 4月に大型成型機がൖ入され、設置がྃ׬した。そ
の後試運స調整を経て本格的なՔಇとなͬた。

新たに導入したインサート用大型成型機は、Ҡ動する
金型が 1つとݻ定されている金型は 2つあり、എ中合Θ
せに取り付けられたݻ定金型がԣ方向に 180� ൓సする
定ݻ組みになͬている。そのため、Ҡ動金型が一方の࢓
金型にセットされ成型しているؒ、൓対ଆの空いている
定金型にインサート部品を装着することができる。成ݻ
型後、Ҡ動金型が開き、ݻ定金型が 180 度൓స。もう一
方のݻ定金型にҠ動金型がセットされ成形しているؒに、
成型品の取り出しと、インサート部品の装着をするとい
う動作が܁りฦされる。（【上໘図】【ଆ໘図】参照）
౰社が保有するै来の中型成型機では、インサート部
品を金型に装着する工程では、作業者が金型のؒに入ͬ
て部品の装着を行Θなければならͣ、安全໘にෆ安があͬ
た。大型成型機の導入により、金型のؒに人が入ること
もなく装着作業ができるよう改善され、安全が確保され
ることになͬた。また、1ショット（１ճ成型）あたりの
製品の取り਺が 2ഒに増͑るとともに、成型ؒ࣌は、ै
来の中型機では 1ショット ��5 分を要していたが、導入
した大型成型機では、インサート部品の装着が効率化さ
れたことにより 7�3 分に短縮され、生産能力の向上にと
もない増産への対応がՄ能となͬた。
本補助事業による大型成型機の設置後、インサート部
品の装着を行うロボットを導入し、さらなる省力化に౒
めた。ロボットによるインサート部品の装着は、ै来の
中型機ではࠔ೉であͬたが、金型が൓సするシステムの
大型成型機であるため、ロボットによる作業が実現した。

発๐スチロールを使用したॅ୐用ૅج型࿮の発঵の地

はԤ米であるが、౰社ではे਺年前からこのॅ୐用ૅج
型࿮の製造分野に参入している。ै来の型࿮とは異なる
特௃があり、౰社でも一࣌期は生産量が増͑たものの、
それ΄どの普及にはࢸらなかͬた。しかし、東日本大震
災後、復興工事が集中するࡾ཮Ԋ؛地域では、৬人ෆ଍
のため合理化工法が採用され、発๐スチロール型࿮によ
る効率化と低コスト、高断೤性、寸法安定性というར点
はユーβーニーズと合கし、࠶び受注が増加し࢝めてい
る。
౰社で製造しているओなインサート成型品は、「̟ � リ
ミテッドフォーム」と「タイト・モールド」という製品
である。「̟ � リミテッドフォーム」は、3年΄ど前に౰
社が開発した特ڐ製品である。木造ॅ୐のૅج型࿮とし
て෍ૅج、ϕタૅج、౔ؒচૅجなど෯広いૅج工事に
使Θれており、ܰ量で加工しやすく、組み立てやすいと
いう特௃がある。型࿮の建てࠐみと断೤工事の同࣌施工
がՄ能であり、型࿮を外す必要もなくఫڈすることもな
いため工事期ؒも短くて済Ή。ओな出ՙઌは、地場の工
務ళ、建材ళ、ハウスメーカーなどで、この製品をར用
した平成 27 年度の着工౩਺は 120 ౩、平成 28 年度は
180 ʙ 200 ౩をࠐݟΜでいる。「タイト・モールド」は
0&.製品で、͗ܧ目のない強いϕタૅجが؆୯にできる、
防ٜ断೤型࿮である。生産している会社は౰社を含め国
内̎社だけで、「̟ � リミテッドフォーム」と同様、ಠ自
性の高い商品となͬている。
いͣれの商品も既に販路はあり、ユーβーの需要に応
͑る販売体制は確立されている。インサート用大型成型
機の導入で増産対応がՄ能になͬたことから、建築用్
のインサート成型品を౰社のओ力商品に押し上げていき
たいと考͑ている。

インサート用大型成型機の内部。従来と比較して約 150％
の効率アップを達成した。

「Ｊ - リミテッドフォーム」のインサート部品。曲げや穴あ
けなど形に工夫を凝らし、金属と発泡スチロールという異種
材料を一体化させている。

代表取締役社長の藤原則夫さんは「差
別化できる商品を開発し、提案してい
きたい」と語る。

発泡スチロール型枠「Ｊ - リミテッド
フォーム」は、軽量で加工しやすく、組
み立ても簡単。断熱性、防蟻対策も万全。

代表者名　代表取締役社長　藤原 則夫
設　　立　1966 年 8月
所 在 地　〒 028-3101　岩手県花巻市石鳥谷町好地 12-28-1

TEL：0198-46-2811　FAX：0198-46-2812
URL：http://tohoku-shizai.ftw.jp/
E-mail：info@tohoku-shizai.co.jp

資 本 金　1 億円
従業員数　143 名
事業内容　発泡スチロール製品（魚箱、果物・野菜箱、

住宅基礎ブロック、建築用断熱材など）の製
造、販売
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